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決算ハイライト業績

2023年3月期

第4四半期業績

2023年3月期

通期業績

2024年3月期

通期業績予想

第4四半期は過去最高の四半期営業利益で着地。コスト最適化が順調に進捗。

Å売上高 ：935百万円（前年同期比△13.3%）

Å営業利益：159百万円（前年同期比 -）

業績予想は下回るも利益重視の方針通り、過去最高利益で黒字化。

Å売上高 ：3,399百万円（前期比+0.68%）

Å営業利益： 210百万円（前期比 -）

外部要因等によるボラティリティを考慮し、レンジでの業績予想。

Å売上高 ：3,070百万円 ~ 3,960百万円（前期比△9.7% ~ +16.5%）

Å営業利益：△170百万円 ~    410百万円（前期比 - ~ +94.7%）

過去最高益

過去最高益
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01 ZUUの基本戦略
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PURPOSE

ZUUグループの経営理念（パーパス）

機会格差を解消し、

持続的に挑戦できる世界へ

挑戦を加速させる資本へのアクセシビリティを自由に解放し、

世の中に存在する様々な機会の格差を解消する。

そして、90億人が自分の夢や人の夢に熱狂し、心から応援し合いながら、

ともに挑戦を楽しみ続けている世界を実現する。

Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    

理念
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過去の成長投資により構築したユーザー基盤へソリューションを提供。投資・資産形成への意識の高い個人ユーザー基盤、資

金調達をしたい法人や金融商品提供企業の法人ユーザー基盤の相互ネットワーク効果を加速し、金融トランザクションの拡大

を推進。

ZUUグループの中心戦略

リテール・フィンテック コーポレート・フィンテック

メディア・プラットフォーム
のユーザー基盤

個人 法人（経営者）

富裕層を中心に資産形成支援
など

オルタナティブを含む様々な投

資機会を提供
など

戦略

法人向けコンサル

ZWM

富裕層け資産形成支援

クラウドファンディング

金融商品マッチング

アドバイザー・マッチング

マッチング・ソリューションを

提供

事業・金融ソリューションを

提供

個人と法人をつなぎ

金融トランザクションを拡大
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金融メディア『ZUU online 』を立ち上げ、メディア（情報サイト）による集客、ソリューション提供から始まり、

自社CMS『MP Cloud 』の他社展開によってメディア・プラットフォームを構築。

ビジネス・フェーズ①：メディア・プラットフォームの構築戦略

ソリューション

メディアの派生
Media Business

メディア（情報サイト）

×

広告 自社サービスマッチング

ЮДϰϯπχг˔Ѓ˔

ϒχỲ Ђ˔РІχ

ằ

ЮДϰϯῲ⁮Ἷ∏ẉό

ῲ⁮πχЫ˔ϾГϰр

Ͻ◦כ

ЮДϰϯπχг˔Ѓ˔

ρ ʺϯЖНϱЃ˔

ρχЫАЎрϽ

BtoBBtoC

ソリューション

メディアの横展開
Media Platform

他社メディア構築・連携

×

広告 自社サービスマッチング

ЮДϰϯπχг˔Ѓ˔

ϒχỲ Ђ˔РІχ

ằ

ЮДϰϯῲ⁮Ἷ∏ẉό

ῲ⁮πχЫ˔ϾГϰр

Ͻ◦כ

ЮДϰϯπχг˔Ѓ˔

ρ ʺϯЖНϱЃ˔

ρχЫАЎрϽ

教育

ヘルス

通信

百貨店

証券

カード

不動産

銀行
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メディア・プラットフォームの展開から、現在は金融関連手数料市場をターゲットに、ZUUグループのケイパビリティを活用

し、金融トランザクションを拡大。

ビジネス・フェーズ②：ケイパビリティの活用

※1 2021年2月15日発表の電通調査レポート『 2020年 日本の広告費』の日本の総広告費6兆1,594億円に仮で20％を当社で計算

※2 2021年3月17日発表の日本銀行『資金循環統計』より2020年末時点の個人（家計部門）の金融資産残高1,948兆円に仮で1％を乗じ当社で計算

※3 『ZUU online 』会員のプロフィール登録者のうち、職種情報入力者を母数として金融に該当する会員数を計算

広告関連の

手数料市場

市場の拡大

約1.2兆円

※1

約20兆円

金融関連の

手数料市場※2

戦略

コーポレート・フィンテックリテール・フィンテック

投資家 企業／金融機関

メディア・プラットフォームのユーザー基盤

金融トランザクションを拡大

金融ライセンス

金融プロフェッショナル・ネットワーク

社員全体の約24%、『ZUU online 』会員の約30%※3が金融プロフェッショナル

第一種少額電子

募集取扱業務
投資助言業貸金業

第二種金融商品

取引業
金融商品仲介業 保険代理業

オペレーティング・リースVC/PEファンドデットファンド未上場株

アドバイザー・マッチングクラウドファンディング不動産その他オルタナティブ

投資信託債券上場株式 保険
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ZUUグループが構築してきたメディア・プラットフォーム、金融ライセンス、金融プロフェッショナル人材の拡大・強化につ

ながるM&Aを積極的に推進。

M&A戦略：金融トランザクションを拡大・強化戦略

I T

主要投資対象

事業シナジーの最大化を

目指す観点から、マジョリ

ティ投資による連結優先。

M&A方針

投資規律

当社が設定する以下投資方

針に基づき、規律ある投資

を実行。

Å EV/EVITDA 倍率の基準

値設定

Å 黒字企業もしくは弊社

戦略に合致する早期黒

字化の蓋然性が高い企

業

Å 当社戦略のアセット強

化に繋がり、事業シナ

ジーが見込める

など

主要投資対象領域

フィンテックサービス

その他

フィンテックメディア
（Webメディア）

ファイナンスプレイヤー
（IFA・金融仲介業・金融機関など）

想定事業シナジー

Å メディア・プラットフォームのユーザー

向けに、さまざまな金融サービスを提供。

Å サービス拡大によるユーザーの利便性や

メディア収益性を強化。

Å JV設立による新領域での事業開発。

Å 他社メディアを取り組みメディア・

プラットフォームのユーザー基盤を強化。

Å 自社のノウハウを活用し、他領域の

メディアを収益化。

Å 新規金融ライセンスの獲得により、

ユーザーに金融サービスを提供。

Å 新規金融ライセンスと同時に、金融プロ

フェッショナル人材の獲得により、

金融サービスの運営体制を強化。

実績
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02 2023年3月期 通期業績ハイライト
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Å2023年3月期は売上拡大よりも利益重視の

方針から、販管費等のコスト最適化、投資

回収率の低い商品・サービスの撤退・縮小、

業務効率化等を実施。

2023年3月期 通期業績ハイライト

2023年3月期 通期業績 2023年3月期 通期取り組み

Å売上高3,399百万円（前期比+0.7%）

通期計画3,717百万円に対して達成率91.4%

Å営業利益210百万円（前期比 -%）

通期計画372百万円に対して達成率56.5%

Å売上高、営業利益共に公表計画を下回り下方修正はあっ

たが、営業利益は第4四半期単体で過去最高の1.59億円、

通期営業利益は前期比約4.5億円の増益で、過去最高益を

達成。

Å出資先の保有株の減損処理のため連結純利益は0.9億円。

Å撤退サービス・施策：2年間の事業計画につい
て大幅未達・赤字計上となった信用スコアと
『meevo』の２事業、また『鬼速サーベイ』
サービスやSEM施策等

Å縮小サービス・施策：『PDCA Engineering 』
のファイナンス、ストラクチャリング等の一部
コンサルサービス、セミナーや顧問施策等

業績

Å2023年1月の株式会社AWZの株式取得と同

時に株式会社ZUU Wealth Management

に社名変更するなどPMIを加速。

Å金融トランザクション中心の戦略・事業体

制に移行。

過去

最高益

過去

最高売上
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FY2022

通期

構成比

％

FY2023

通期

構成比

％

前期比

%

売上高 3,376 100.0 3,399 100.0 +0.7

リテール・フィンテック 2,592 76.8 2,610 76.8 +0.7

コーポレート・フィンテック 783 23.2 788 23.2 +0.6

売上総利益 2,426 71.9 2,429 71.5 +0.2

販売管理費 2,671 79.1 2,218 65.3 △17.0

営業利益 △244 - 210 6.2 -

2023年3月期 通期連結業績

ˢ ӡʿ ˣד

2023年3月期の通期売上高、営業利益ともに前年同期比で増収増益。販売管理費の最適化により利益体質化が進む。

通期では前期比で約4.5億円の増益。過去最高益を達成。

業績

約4.5億円の増益
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ZUU単体は営業利益で前年同期比で約4億円の大幅増益。クラウドファンディング子会社は売上高が前期比+24.2%と増収増益。

2024年3月期はクラウドファンディング子会社の利益改善に注力。

2023年3月期 通期単体※業績

ZUU単体

FY2022 通期

ZUU単体

FY2023 通期

前期比

%

クラウドファンディ

ング子会社

FY2022 通期

クラウドファンディ

ング子会社

FY2023 通期

前期比

%

売上高 3,310 3,315 +0.2 78 96 +23.0

売上総利益 2,361 2,345 △0.7 78 96 +23.0

営業利益 △53 322 - △196 △112 -

ˢ ӡʿ ˣד

業績

̞ 会計セグメント上、クラウドファンディング事業（COOL、Unicorn ）とそれ以外という区分整理のため、

22年12月に買収した株式会社AWZ（現 株式会社ZUU Wealth Management ）はZUU単体に含む。

約4億円の増益 約0.8億円の増益
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FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

1Q 2Q 3Q 4Q

0

500

1,000

1,500

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

売上高の推移 営業利益の推移

第4四半期は売上高、営業利益ともに第3四半期から大きく改善。営業利益は第4四半期単体で過去最高益を達成。

一方、引き続き、Googleコアアップデートの影響や「PDCA Engineering 」等コンサルティング・サービスのコンサルタント採

用計画未達や新規受注の伸び悩みにより計画は未達。

2023年3月期 業績予想に対する結果

ˢ ӡʿ ˣˢד ӡʿ ˣד

業績

計画

実績実績計画
計画

実績

計画

計画

計画

計画

計画

実績

実績

実績

実績

実績

過去最高益
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384 371 378

712

515
684 656

932
769 722

805

1,079

870 889
704

935

0

600

1,200

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

76

̚ 24

̚ 128
̚ 30

̚ 192

20 31

153

49

̚ 47

̚ 211

̚ 35

34 66

̚ 50

159

̚ 400

̚ 200

0

200

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

売上高・売上総利益・営業利益の四半期推移

ˢ ӡʿ ˣד

ˢ ӡʿ ˣד

売上高の推移

営業利益の推移

293 238 234

554

361
535 490

709
592 529 540

763
651 635

462

679

0

500

1,000

1Q 2Q 3Q 4Q

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023ˢ ӡʿ ˣד

売上総利益の推移

業績

過去最高益
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2022年3月期から売上総利益は微増になったものの、販売管理費合計では計画通りの金額を改善。

2023年3月期 通期営業利益の増減要因（前期比）

ˢ ӡʿ ˣד

業績
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売上高 売上高販管費率
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247 255
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123

217 217

112 129

86 79

41 19

7
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16 13
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27
26

21
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2022年

3月期
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2023年
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2Q 3Q 4Q

その他 地代家賃 業務委託・外注費

採用教育費 広告宣伝・紹介費 人件費相当

販売費及び一般管理費の四半期推移 売上高販管費率の四半期推移

第4四半期の販管費は、広告宣伝費、業務委託費等の適正化した第3四半期と同程度で推移。

売上高販管費率も前年同期比△18.5ptと過去最低水準に改善。

販売費及び一般管理費の四半期推移

ˢ ӡʿ ˣד ˢ ӡʿ ˣד （左軸） （右軸）

業績
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従業員数は195名に増加。従業員一人当たり売上高は微減。

従業員数※及び従業員一人当たり売上高の推移

65 

81 

158 160 

182 

195 

0

100

200

2018年

3月末

2019年

3月末

2020年

3月末

2021年

3月末

2022年

3月末

2023年

3月末

従業員数ˢ ӡʿ ˣ

※ 派遣、業務委託を除く全従業員数

従業員数の推移 従業員一人当たり売上高の推移

0
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0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000
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3月期

2019年

3月期

2020年

3月期

2021年

3月期

2022年

3月期

2023年

3月期

売上高 従業員一人当たり売上高ˢ ӡʿ ˣד

業績

（左軸） （右軸）
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現金及び預金

1,493

その他流動資産

1,232

固定資産

339

純資産

1,355

固定負債

114

流動負債

1,595

現金及び預金は1,493百万円、純資産1,355百万円と財務基盤は引き続き健全な状態を維持。

『COOL』の預り金残高が前四半期比+約7.5億円。新規案件組成数が増加・成立したことで資産・負債が両建てで増加。

貸借対照表の状況

現金及び預金

1,211

その他流動資産

642

固定資産

218

純資産

1,291

固定負債

15

流動負債

766

業績

2022年12月末時点 2023年3月末時点

41.0%自己資本比率：

170.9%流動比率：

50.2%自己資本比率：

203.6%流動比率：

現金及び預金

1,329

その他流動資産

717

固定資産

216

純資産

1,353

固定負債

15

流動負債

894現金及び預金

1,286

その他流動資産

887

固定資産

217

純資産

1,308

固定負債

15

流動負債

1,068

61.3%

294.3%

COOLの顧客預
り金を除く

COOLの顧客預
り金を除く

66.4%

328.8%

COOLの顧客預
り金を除く

COOLの顧客預
り金を除く
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03 2024年3月期 通期業績予想
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2023年3月期の業績予想が実績と乖離したことから、リテール・フィンテック、コーポレート・フィンテックの外部環境、

内部環境の事業変動要因を考慮して、2024年3月期の業績予想をレンジにて開示。

2024年3月期 通期業績予想業績

2024年3月期

通期業績予想

2023年3月期

通期実績

YoY

増減率

売上高 3,070 ~ 3,960 3,399 △9.7 ~ +16.5

営業利益 △170 ~ 410 210 - ~ +94.7

̞ 売上高営業利益率10%を基準に、上回り利益が出る場合は成長投資に投じる見込み

ˢ ӡʿ ˣד
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投資によるプラットフォーム基盤構築・事業拡大から今期は利益フェーズへ移行。想定外の影響がありつつも、2019年3月期

から2023年3月期で売上高は2.5倍に拡大し、営業利益は利益フェーズに突入したことで再度黒字化・過去最高益。

業績と取り組みの推移業績

̚ 300

̚ 200

̚ 100

0
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200

300

̚ 5,000

̚ 4,000

̚ 3,000

̚ 2,000

̚ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

売上高（左軸） 営業利益（右軸）

事業立ち上げ期

Googleコアアプデートの影響

コーポレート・フィンテックの事業成長苦戦

クラウドファンディング事業の黒字化苦戦

取り組み成果

想定外の成果

ˢ ӡʿ ˣד

富裕層向けPW事業の立ち上げ・グロース

融資型／株式型CFの買収

メディア・ユーザー基盤の構築

『NET MONEY』の立ち上げ・グロース

法人向け事業の立ち上げ・グロース

IFA法人の買収

投資・売上拡大期 利益拡大期
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2023年3月期業績が目標と乖離した主要因に対する対応策および2024年3月期の事業成長のための注力ポイントは大きく5つ。

前期業績の要因と対応策業績

F Y 2 3業績乖離の主要因

ÅGoogleコアアップデートによる度重

なるOrganic流入の下落

Å『PDCA Engineering 』等コンサル

ティングの新規受注伸び悩み

Å CF子会社の継続的な赤字

Å Unicorn は案件組成自体が難航

SEO コンサルティング クラウドファンディング子会社

F Y 2 0 2 4  注力ポイント5つ

金融トランザクションの

拡大
Corporate Fintech

Å жϱрϯАФếᴟ

ÅϯЖНϱЃз˔χᶈ

クラウドファンディング

子会社の利益改善
Crowdfunding

ÅϽи˔Фḧ ὀτϢϥ

ЀІЕᵠ

Å χжϱрϯАФếᴟ

送客ビジネスの

リスク分散化
Retail Fintech

ÅЂϱЕ ╩ʺᶈ

ÅЀрГрБếᴟ χ

SEO ├

M&Aの

拡大
Corporate Finance

ÅỲ Фйϱб˔χ

Åṛ Κϥ Ɫ τ

μθM&A

コンサルティング

モデルの再生
PDCA Engineering

Å ῟ χᵠ

Å ԌʺЂ˔РІχᶈ
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業績予想の下限は、業績乖離の主要因3つが改善せず、23年3月期の下期業績から成長しない場合を最大限リスクとして設定。

上限は想定外であったSEOの回復度合い、コーポレート・フィンテックのコンサルティング・サービスの受注および新規サー

ビスの伸長、そのためのコンサルタント採用を達成条件として設定。注力ポイントのM&Aは別途アップサイド。

業績予想（上限・下限）とその変動要因業績

Å送客事業がSEO施策によりGoogleコアアップデートから回復し、金融系

ワード関連Organic流入数が2023年3月末の実績から約1.4倍の四半期平均

128万UUまで戻ることを想定した場合。

新規ビジネスも着手している

が、現在のビジネスモデルは

Organic流入数による送客売

上が大きな割合を占めるため、

上限・下限はSEOの回復程度

の差。

上限の場合

下限の場合

リ
テ
ー
ル
・

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク Å Googleコアアップデートの影響から回復せず、2023年3月期の下期実績

から横ばいで送客事業が推移した場合。

業績予想 業績（上限・下限）にヒットする主な変動要因 業績のポイント

Å 『PDCA Engineering 』等コンサルティング・サービスの受注効率の改善。

Å 新規コンサルティング・サービスのコンサルタント数が増加、事業が伸長。

Å 金融トランザクションの増加による金融商品仲介手数料売上の伸長。

Å クラウドファンディング子会社の営業利益率が約30%改善。

新規・既存のコンサルティン

グ・サービス、金融トランザ

クションの伸長、子会社の営

業利益改善が業績の上限達成

のポイント。

人材採用による体制強化、受

注の業務効率改善等へも取り

組みつつ、上限達成を目指す。

上限の場合

下限の場合

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク Å 2023年3月期の下期実績からコンサルタント人員数、コンサルティング・

サービス、金融トランザクションの実績も横ばいで推移した場合。



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    25

04 2023年3月期 通期ドメイン別業績・KPI
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リテール・フィンテック コーポレート・フィンテック

2023年3月期 通期ドメイン別業績ハイライト

Å売上高は、前期比 +0.7%の 2,610百万円

Å営業利益は、メディア受注関連やPWMの営業利益率が向上し、

前期比+11.7%の 955百万円

Å金融系ワード関連Organic流入数は、2023年3月のGoogleコア

アップデートの影響を受けたことで 798千UU に減少

Å売上高は、前期比 +0.6%の 788百万円

Å営業利益は、クラウドファンディング子会社は赤字も『PDCA 

Engineering 』やZUU Wealth Management により営業利益は

37百万円 と黒字化

Å経営者向けメディア『THE OWNER』の会員数は、

54千人 と堅調に推移

Å前四半期で口頭合意済みだった案件の受注により、直近1年

間のARPAは349百万円

Å総会員数は堅調に推移。第4四半期の季節要因で売上高が増収

した影響でARPU※1は 約2.5千円 と前四半期比で微増

Å商品ラインアップ増加により、金融トランザクション※2は、

第4四半期で約8億円、通期累計で約17.5億円 に増加

業績

※1 リテール・フィンテックの直接的なメディア関連売上高から総会員数一人当たり売上高を試算

※2 ZUUが取り扱う金融商品売買の流通総額
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売上高 営業利益

リテール・フィンテック コーポレート・フィンテック

ドメイン別四半期業績の推移

708

298
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0
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売上高 営業利益ˢ ӡʿ ˣד ˢ ӡʿ ˣד

リテール・フィンテックは再度のGoogleコアアップデートの影響により第4四半期の売上高708百万円（前年同期比△5.9%）も、

コスト最適化の影響で営業利益率は大きく改善。コーポレート・フィンテックはクラウドファンディング事業が引き続き赤字も、

金融トランザクションの積み上がりやコスト最適化による営業利益率の改善により黒字化。

̞ 各ドメインに紐づく直接費のみから集計

業績
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04 2023年3月期 通期ドメイン別業績・KPI

主要KPIの推移・トピックス

リテール・フィンテック
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自社メディア及び『MP Cloud 』での他社メディア拡大によるメディア・プラットフォーム全体のユーザー数を拡大し、

ユーザーニーズとマッチしたソリューション提供によるARPU向上を目指す。

リテール・フィンテックの事業概要

ソリューション数
（ARPU向上）

メディアの成長
（全体UU数増）

成長モデル

送客・広告
Ỳ ʾϳϴРЗ˔⁮ ʺг˔Ѓ˔И˔ЇρḼ

ỘИ˔ЇχЫАЎрϽ

01

メディア充実、連携メディアプラットフォームの拡大

ユ

ー

ザ

ー

数

拡

大

LeTech様
YANUSY

提携メディア（一部）

マネタイズマーケティングコンテンツ制作システム構築戦略・計画策定

： 当社独自のメディアプラットフォームCMSシステム

金融DX・デジタル店舗
Ỳ Ṑḩ χДЅЌи ρ ІЀϯᵫ

τϢϥDX◦כ

02

アドバイザー・マッチング
ΰΪⱢ▀֫ ЀрЂиГϰрϽˮϳϴиІʾ

ЫКЅЮрЕ˯χ ằ

03

有料会員
ᵓԌΰΪלχ‰ΜỲ ḩ ЀрГрБχ ằ

04

NTTドコモ様
MONEY TIMES

NTTドコモ様
fuelle

NTTドコモ様
dmenuマネー

事業
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メディア・プラットフォーム訪問者数は月間2,400万UUを超え、引き続き順調に拡大。

Googleコアアップデートの影響でメディア関連売上が前年同期からは減少傾向も、ARPUは第3四半期前から微増。

メディア・プラットフォーム訪問者数・総会員数及びARPUの推移

126 
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総会員数 ARPUˢ ӡʿ ˣ ˢ ӡʿ ˣ（左軸）ד （右軸）

訪問者数 総会員数 ／ ARPU

K P I

113 
1,130 

1,931 

3,019 

4,282 

7,030 

12,564 
12,816 

20,660 

24,589 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

FY14 FY15 FY16 FY17 FY18 FY19 FY20 FY21 FY22 FY23

訪問者数ˢ ӡʿ ˣ

直近5年

平均成長率

36.7%
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Organic訪問者数

第4四半期のOrganic流入数は、2022年9月に実装されたGoogleコアアップデートの影響から回復の兆しを見せるも、

2023年3月に実装されたGoogleコアアップデートの影響により再度減少（ピーク時から半減）。一旦下げ止まり気配のため、

SEO回復のための施策を強化。

金融系ワード関連Organic 流入数の推移

金融系ワード関連Organic流入数の推移 バーティカル領域別※Organic流入の構成比

β 各領域でのバーティカル・メディア化により、『NET MONEY』『ZUU online 』に加え、各バーティカル・メディア
の数値を合算。

ˢ2023 3Ὦ Ⱳ ˣ

K P I

6月 11月

Googleコアアップデート

5月7月 9月

証券

10.8%

暗号資産・FX

1.6%

クレジットカード
54.2%

カードローン

16.0%

住宅ローン

0.5%

ライフスタイル

16.8%

人材・キャリア0.2%

ˢ ӡʿ UUˣ

3月
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各送客領域におけるバーティカル・メディア化によりSEOのリスク分散するも、再度のGoogleコアアップデートより影響を受

けている状況。再度、バーティカル・メディアの横展開を拡大しつつ、検索クエリ数増加に向けたSEO対策を実施予定。

金融系ワード関連Organic 流入数改善に向けた対策

送客・SEOの

ノウハウを複数領域で展開

証券・銀行口座開設

暗号資産・

FX

クレジット

カード

カード

ローン

ライフ

スタイル

ふるさと

納税

人材・

キャリア

住宅

ローン

既存領域

バーティカル・メディアの横展開拡大

バーティカル・メディア戦略における進出領域

各バーティカルでのSEO対策強化

Å各バーティカル領域での検索クエリ増加
（流入数増加）に向けてコンテンツ施策等
をFY24上期中の実施予定

+

K P I

Å過去に展開したバーティカル・メディアの
横展開をさらに強化。既存領域の各領域及
び新規領域の検討も含め拡大
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富裕層向けウェルス・マネジメント・サービスの会員『プライベート・ウェルス・メンバーズ』の総資産額が5,054億円を突破。

PWM総資産額及びサービス概要

PWM総資産額が5,054億を突破 さまざまな支援プレイヤーと連携し、PWMを包括的に支援

リスクマネジメント法律相談 事務管理会計

税金 不動産 資産管理投資・資産運用

芸術作品収集 ヘルスケア …etc.

プライベート・ウェルス・メンバーズ

総資産額 5,054億円

資本拡大・資産運用のサービスを提供

プライベート・ウェルス・コンサルティング

K P I

PWM

不動産

法律相談

芸術作品
収集

ヘルス
ケア

事務管理

資産管理会社
運営

資産管理

資産運用

税金

リスク
マネジ
メント



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    34

04 2023年3月期 通期ドメイン別業績・KPI

主要KPIの推移・トピックス

コーポレート・フィンテック
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経営者向けメディア『THE OWNER』の成長とともに経営者リード総数は順調に増加。PDCAシリーズによる事業成長、

クラウドファンディングによる資金調達など、顧客への様々なソリューションを提供し、SME企業の成長をトータル支援。

ソリューション数
（ARPA向上）

メディアの成長
（経営者リード数増）

成長モデル

PDCA Engineering
ṣ PDCAЮЊАЖϬ ΜθⱧỘ χθϛχ

ЀрЂиГϰрϽ

PDCA Cloud
ЀрЂиГϰрϽSaaSϬ ằΰʺỘ ᴟ

ϞKPIḚ ʺϷрЩ˔ДϰрϽϬ◦כ

融資型クラウドファンディング
ⱢἷϼжϳЖТϮрДϰрϽЂ˔РІ˰COOL˱

Ϭ ΜθⱢỲ כ◦

株式型クラウドファンディング
ᶴ꜠ἷϼжϳЖТϮрДϰрϽ˰Unicorn˱πχ

ḼỘΰΪϵϼϱГϰⱢỲ כ◦

M&A仲介・マッチング
ЮДϰϯχ ᵓԌẉό᾽ẁΤϣχM&A

И˔Їτ M&AЈрЌ˔ּזρ ὀ ᴂ

01

02

03

04

05

スタートアップ 中小企業 中堅企業

中小企業〜中堅企業向け

企業規模を問わず企業経営者向け

中堅企業向け
スタート
アップ向け

スタートアップ〜中小企業向け

メディアを通した経営者リード獲得

ARPAを向上するソリューション

02

01

0304

事業 コーポレート・フィンテックの事業概要



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    36

『PDCA Engineering 』の収益構造

コーポレート・フィンテックの主力事業である『PDCA Engineering 』の収益構造を構成する各要素（リード数、

コミュニティ参加率、受注率、顧客単価）の改善を実施し、全体収益の向上を推進。

広告等による経営者リード獲得からナーチャリング〜セールス〜受注

広告等リード・

アプローチ数β1

経営者クローズド・

コミュニティβ2参加率
売上 受注率 顧客単価

PDCA Engineering

広告アプローチ、メディア

流入など経由からの経営者リード

を獲得。

獲得した経営者リードを経営者ク

ローズド・コミュニティへの参加

促進。

コミュニティ参加経営者へのイン

サイドセールス等を推進し、営業

活動を展開。

多数ある商品から経営者のニーズ

にマッチした商品・サービスを

提案。

経営者リード獲得からの大きく以下4つのソリューション提供により収益化コーポレート・フィンテック

売上 PDCA Engineering PDCA Cloud
クラウド

ファンディング

M&A仲介・

マッチング

※1 広告、メディア、スポンサー紹介、検索経由などで獲得したアプローチ可能な経営者リード数

※2 獲得した経営者リードに対して実施している情報提供・勉強会等

事業
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経営者向けメディア『THE OWNER』の会員数や経営者リード総数は堅調に推移。ARPA※2は口頭合意の受注等が進み微減。
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経営者リード総数 ARPA（左軸） （右軸） ˢ ӡʿ ˣד

『THE OWNER』会員数 経営者リード総数 ／ ARPA

※1 経営者向けメディア『THE OWNER』の経営者会員数および「PDCA Engineering 」の勉強会・セミナーに登録した経営者等、当社が独自に取得した経営者の総リード数

※2 コーポレート・フィンテックの直近1年間の売上およびアカウント数から計測。「PDCA Engineering 」の売上は口頭合意から受注までのタイムラグを加味し、一定期間での口頭合意件数で試算

K P I メディア会員数及び経営者リード総数※1
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『COOL』は累計調達額1,957百万円、累計案件数40件。案件数・案件規模ともに急増し、順調に成長中。

『Unicorn 』は累計調達額874百万円、累計案件数39件。引き続き案件組成に苦戦。
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累計調達額 累計案件数ˢ ӡʿ ˣד ˢ ӡʿὯˣ（左軸） （右軸）

融資型クラウドファンディング『COOL』 株式投資型クラウドファンディング『Unicorn 』

K P I クラウドファンディング子会社の累計調達額※1・案件数※2

※1 クラウドファンディングおよび私募、増資なども含めたトータルでの累計調達額

※2 組成した案件の累計件数
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流通総額 金融トランザクション比率

K P I 金融トランザクションの推移

金融トランザクション及びコーポレート・フィンテックにおける

金融トランザクション比率※1の推移
ZUUグループが提供する金融トランザクション

AWZ（現 ZUU Wealth Management ）の子会社化により金融トランザクションが拡大。私募ファンド、保険、不動産など、

トランザクションの商品ラインアップ増加により、第4四半期の金融トランザクション（流通総額）は約8億円に到達。

ˢ ӡʿ ˣד

Âデットファンド

Âその他
オルタナティブ

Âアドバイザー・
マッチング

ÂVC/PE
ファンド

Â不動産

Â私募ファンド

Âオペレーティング・

リース

Â資産形成
コンサルティング

個人

法人

Â経営／組織
コンサルティング

Â融資型
クラウドファンディング

Â株式投資型
クラウドファンディング

Â生命保険/
損害保険

※1 コーポレート・フィンテック・ドメインの粗利における金融トランザクションの粗利が占める割合。

ただし、金融トランザクションの粗利には、公募しているクラウドファンディングの粗利は含まない
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金融トランザクションの更なる拡大に向けて、ZUU Wealth Management を中心にZUUグループの連携を強化。

K P I IFA法人グループ化による金融トランザクション拡大への取り組み

口座管理

有価証券の受渡

資産の預入

アドバイザー
ˢZUU Wealth Management ˗ZUU Advisorsˣ

ÂZWMを始め、ZUUグループの金融

プロフェッショナル比率（グループ

全体の24%）

Âメディア・プラットフォームの金融

プロフェッショナル会員（ZUU 

online 会員の30%）や外部IFAとの

ネットワーク構築

相談

金融取引の依頼

金融商品・サービス

のご提案

顧客
ˢZUU online˗THE OWNER̠ PWMˣ

証券会社

Â月間2400万人のメディア・プラッ

トフォームユーザー基盤

（富裕層、経営者など）

Â総資産額5,000億円を超えるPWM

の富裕層顧客基盤

Â契約証券会社の拡大による商品ライ

ンアップ強化
口座開設

手数料

金融取引内容の伝達

相互シナジーにより

顧客預り資産が倍増
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05 Appendix
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2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期 2021年3月期 2022年3月期 2023年3月期

会社概要

ˢ ӡʿ ˣד

Â社名 株式会社ZUU（ZUU Co.,Ltd .）

Â住所 東京都目黒区青葉台3-6-28  住友不動産青葉台タワー9Ｆ

Â代表者 代表取締役 冨田 和成

Â設立 2013年4月2日

Â従業員数 195名ˢ2023 3Ὦ Ⱳ ˣ

Â事業内容

（◓ᵓּזḯϚˣ

Åアッパーマス〜富裕層向けメディア・プラットフォームの運営

Å金融機関向けDX支援

ÅSMB向け組織マネジメントSaaS・コンサルティングの提供

Å各種クラウドファンディング・サービスの運営

Åその他

売上高 944 1,317 1,847 2,789 3,376 3,399

営業利益 71 182 △106 14 △244 210

純利益 44 107 △92 △300 △230 90

総資産 725 1,238 1,354 2,054 2,006 3,065

自己資本比率 78% 80% 62% 63% 55% 41%

ˢ ӡʿ ˣד

概要
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FY2015 FY2016 FY2017 FY2018 FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

年平均成長率

66.3%
（2015年3月期-2023年3月期）

ˢ ӡʿ ˣד

2022年3月期までの売上高成長優先から、2023年3月期は先行投資により構築した基盤からの収益化を優先。

先行投資による高成長から収益優先に転換業績
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前期で先行投資が一巡したため引き続きEBITDAの推移のみ管理。季節要因もあり第4四半期EBITDAは168百万円と大幅黒字。

EBITDAの四半期推移

EBITDA 四半期推移

ˢ ӡʿ ˣד

業績
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EBITDA 成長投資を除くEBITDA(~2022 年3月期)
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パーパスで掲げる社会・会社像を実現するために、ZUUグループが解決すべき6つの経営課題（マテリアリティ）。

ZUUグループのマテリアリティ

事業を通じた社会課題の解決 ZUUの組織・人材・仕組み

toB

toC

人生100年時代に個人の

資産寿命を伸ばすために。

金融DXによる情報格差解消と

投資促進で、挑戦を支援する。

1

持続的な社会を創るために。

個人・企業・社会課題の間を投資で

繋ぎ、様々な挑戦を支援し、また気

候変動対策等のインパクト投資を加

速させる。

3

働きがいを高めるために。

多様な人材ひとりひとりに、

挑戦する機会が与えられた

組織をつくる。

5

持続可能な経済成長のために。

金融と事業のプラットフォーム

を提供し、お金を正しく循環さ

せる。

2
自分の夢や人の夢に熱狂し、

心から応援し合うために。

すべてのステークホルダーの

夢を叶え合い、持続的に創造

する価値を共有する。

6

産業イノベーション創出のために。

セキュアなテクノロジーを活用した、金融プラットフォームの基盤を構築する。

4

理念
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¸貧困問題の解消（資産形成による収入機会獲得）

Ỳ “ Ϭ βάρτϢϤʺΣỲχ Ϭᴥ ήδʺ

ᵦ τ ₉Ϭᵔ ΰοΜΨ

¸あらゆる不平等な機会の解消

ð ₉Ϟᶊ₯Υ αϥάρπ χ ♥Υᾢ ᴟ

ήϦοΜϥ ˑτ ΰοʺ σṐᵓϬ ằ

ðỲ πχꜛ τϢϥЅϴрЍ˔Ϭ ϩσΜᶨ

Ṑᵓχ

¸金融教育の普及

Ỳ ễӾϬ βάρτϢϤʺ 100 Ⱳ τΣΪϥ

Ɫ▀Ἱ Ϭ◦כ

¸DXによる働きがいと経済成長の実現

ð ḼỘϬ ρΰθ ʾⱧỘᵠ τϢϥ

Ὂↄ Ϭםᾝ

ðḼỘχDXϬʺД˔ЌρЀрГрБχ πםᾝ

¸サステナビリティに対する正しい理解の促進

ЮДϰϯʾФжАЕТ϶˔ЭϬ ΰοSDGsτ

ήϦϥּזᵓᴿ τνΜο ΰΜ Ϭ ằΰʺ ΰΜ

ᵔρʺּזᵓᴿ ᵔὨτⱢβϥ“ ϬρϥϢΞτ β

ソーシャル・インパクト

マテリアリティの解決に取り組み、SDGsに関連した社会課題を積極的に解決すべく経営を推進。

マテリアリティとSDGsの関係

toB

toC

事業を通じた社会課題の解決 ZUUの組織・人材・仕組み

当社が積極的に解決すべき社会課題 SDGsとの関係

人生100年時代に個人の

資産寿命を伸ばすために。

金融DXによる情報格差解消と

投資促進で、挑戦を支援する。

1

持続的な社会を創るために。

個人・企業・社会課題の間

を投資で繋ぎ、様々な挑戦

を支援し、また気候変動対

策等のインパクト投資を加

速させる。

3

働きがいを高めるために。

多様な人材ひとりひとりに、

挑戦する機会が与えられた

組織をつくる。

5

持続可能な経済成長のために。

金融と事業のプラットフォー

ムを提供し、お金を正しく循

環させる。

2

自分の夢や人の夢に熱狂し、

心から応援し合うために。

すべてのステークホルダー

の夢を叶え合い、持続的に

創造する価値を共有する。

6

産業イノベーション創出のために。

セキュアなテクノロジーを活用した、金融プラットフォームの基盤を構築する。

4

E S G
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監査等委員会設置会社として強固なガバナンス体制

取締役

ÅԁỆ ᶘ ỘʻЄрϹЪ˔иЫКЅЮрЕ ᶘ

РЅКІІϼ˔иMWM

ÅITḩ πṞỘῇʺ π ὴτ ʺΰזּ זּ

χ ΰΪФжϱЦ˔ЕʾНрϺрϽỘ ʺ

ASEAN ӽχὊְ ϬὊᾓ

ÅỲ ʺIT χ ᾋϬ ΰʺ ꜛτ Ὁᴟΰθ

ˮṣ PDCA˯ὊְϬᶎ

冨田和成

Å ԅ ᶘ Ộ

Åᶴ꜠ᵓּזЦрЎа˔ʾзрϼτο ḼỘχὊְЀр

ЂиГϰрϽỘ τ Ⱨῇʺᶴ꜠ᵓּזДϰ˔ʾϵЙʾ

ϵ˔τοὮḧ ᴑדṛ χϿ˔Э τ‟ᾅ

Å2014 זּ ʻITРЅКІτזּ ΰʺ ỘΤϣЮ

ДϰϯФжАЕТ϶˔Эχ Ϭᾃԏ

原田佑介

Å ᶘ ᶘ Ộ

Åᶴ꜠ᵓּזзϼи˔ЕτοITⱧỘ◓ᵓּזχ κ Ϋτ

Ⱨῇʺᶴ꜠ᵓּזϸϸϼЀЭτο ϓкϽχⱧỘᵫ

ʾЫ˔ϾГϰрϽ Ϭ

Å2016 זּ ʻϵрЅИϯזּ χᶈ Ϭз˔Жΰʺ

Ⱨʾ ᵫ ϬḚ

樋口拓郎

Å Ằ ᶘ ᶘ ỘʻМ˔Н˔Ж ᶘк˔Іϼ˔и

ˢLL.M.ˣ

Å ˢᾝ∞ ˣ ʻỲ ᾁ₰ ʾộ ʺ

ḗ ộ ʺỲ ḂϬ

Å2019 ︡זּ ʻ χỲ “ τ

五味廣文

ÅԁỆ ᶘ ᶘԚ ʺ ●ˢὊְ ˣ

Å╦ԁ ὴπ ᶴЪ˔ЕТ϶зϷЫК˔Ѕа˔Ϭ ϛʺ

ЄГϰϽи˔Ф ὴ∕ χ2006 Τϣ Ὂсϴз

ЌІ ṓϯЗзІЕжрϺрϽ ᶴІЕжГЅІЕ

5 1ӡϬᶍ

ÅЄГϰϽи˔Ф ὴ︡ ᵓ ʺὊↄ▀Ộ ḼỘ

ᴣ ᾆẕᵓӦԌσςϬ

藤田勉

Å ∫ ᶘ ᶘԚῬᶘᾆẕᴬ∙ Ῥᶘ

Åᶴ꜠ᵓּזзϼи˔Еτο ϘΜϸрОИ˔ִי“ Ԍʺ

зϼи˔ЕГϼЛкЅ˔Ї ︡ זּ ʺзϼи˔

Ем˔ϼІᾆẕ σςϬ

Å ЫКЅЮрЕᾆẕ ︡ זּ

中尾隆一郎

Å ״ ᶘ ᶘ Ϭ Ộʻᶴ꜠ᵓּזḮӻϬὊο ḗ

₰ τ ʻ ḗ₰Ộ τ Ⱨʻζχῇᶴ꜠ᵓּז

ϽАЖжАϼЀ˔Ъй˔ЄдрτοḚ τ

Å2018 ʺᶴ꜠ᵓּז Ш˔иДϰрϽІ(ᾝ Р˔

КАϼІШ˔иДϰрϽІ)τ ∞ʻזּ Ὂ ʾM&A

ϬḚ ῇʺ︡ τ ʻ2021 10ὮϢϤᶴ꜠ᵓּז

ZUUτ╥ᵊ

藤井由康

ÅἼᴂṰ ᶘὊↄᶘ ʻ ὴ ʻᾤזּ

ʾ ְỘʺ Ⱨʺῲ ʺְỘḼᵊτ Ⱨΰ◦

ʺ זּ ϬὊο2006 “יִ ʻ B&Bᶴ

꜠ᵓּ︡ז זּ ʺᶴ꜠ᵓּזДзІὺ ᾆẕ ᾽ ʺ

ᵤ ẰТϰЗрЄаиʾШ˔иДϰрϽІCEO ᾽

ʺᶴ꜠ᵓּזЗрЄр︡ ḗ₰ ӦԌ Ϭ

高橋正利

Åḗ₰ Е˔ЫБˢᾝ ᾢ ḗ₰ Е˔ЫБˣ

ʻ ḗ₰ʺ Ộכ◦ ʺM&A◦כỘ

τ Ⱨ

Å2000 ʺТз˔РАЕᶴ꜠ᵓּזχ τ╥ᵊʻ︡

CFOρΰο ∙⅜ Ḛ ʾὊְḼᵊ

Ϭ ᶧ

Å2005 ʺϽк˔ϳϰрʾО˔ЕЗ˔Їᶴ꜠ᵓּזϬ

佐野哲也

Åᶴ꜠ᵓּזзϼи˔Е ῇʺְỘזּ ∙Ӿ ʺⱧỘᵫ

ʺⱧỘ ʺ χזּ κ Ϋʺ Ⱨ⅜ Ϭ

Ὂᾓ

Å2007 ᶴ꜠ᵓּזϳϰиϳϰи ︡ ˢᾝ ˣ᾽

χϯЖНϱЃз˔ϞϵрЅϴи ⱢϬ“Ξ

Å2014 ᶴ꜠ᵓּזϱЕϼк︡ Ḛ Ϭ

高見由香里

社外取締役 社外取締役（監査等委員）

代 表 取 締 役

経営
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05 Appendix

事業概要
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個人・法人の各分野で、間接的・直接的にB/S支援のソリューションを増やし、ZUUプラットフォームを介した金融サービス

のネットワークを構築。既存の金融機関が抱える高コスト体質を改善し、新たな金融DXを促進。

ZUUが取り組む｢金融再創造｣（再掲）

直接支援

間接支援

信用スコア

ウェルス・マネジメント

直接支援

間接支援

Z U Uプラットフォーム

リテール・フィンテック コーポレート・フィンテック

スタートアップ

中堅企業

中小企業

法人
ḼỘ˗Ὂְּי

富裕層

個人投資家

個人
˗ Ɫᴪ

事業
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既存金融機関の機能は個人向けと法人向けに大別。個人資産が間接的に、また直接的に法人へ還流し、利回りや値上がり収益

として個人に還元される。

既存の金融機関の機能（再掲）

スタートアップ

中堅企業

中小企業

金融機関の機能

リテール・バンキング

投資・資産管理

保険商品提案

富裕層

個人投資家

コーポレート・バンキング

相続

ローン貸付

預金・引出

ライフプランニング

ビジネスマッチング

M&A・事業承継

経営支援

ファイナンス・融資

預金・引出

シンクタンク

送金・決済 送金・決済

事業

法人
ḼỘ˗Ὂְּי

個人
˗ Ɫᴪ
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金融分野のDXとプラットフォーム創出を通じて金融再創造を目指す（再掲）

金融領域のデジタルシフトをZUUが支援

コーポレート・フィンテックリテール・フィンテック

購買金額の
大きさ

学習コストの大きさ
（金融商品の購買に必要な前提知識や経験）

日用品

洋服 美容グッズ

食品
書籍

家電

生命保険

投資信託

住宅ローン

不動産売買

株式・債券

オンライン完結が難しく、

カスタマージャーニーが長くなる

金融商品カスタマージャーニーの特徴

「店舗」と「人」が

購買判断をサポート

ECが代替
（例：Amazon・楽天・

メルカリなど）

企業と金融機関でのサービス・ギャップ

中小企業が重要な経営課題について、相談を実施できていない理由

49.8% 15.5% 14.4% 12.1%

0% 50% 100%

適切な相談相手とのつながりがないから 社内で十分に解決が可能だから

相談相手の能力がわからないから その他

相談に係る費用負担が生じるから 近日中に相談を行う予定がある

※ 出典：野村総合研究所「中小企業の経営課題と公的支援ニーズに関するアンケート」

多くの企業経営者が課題を適切に解決できる相談相手を見つけられていない

企業を取り巻く課題はコロナでより複雑化し既存の金融機関では解決しきれない

人材財務

売上

D X

M & A

E S G

融資

財務

ソリューション提案

融資以外については
アドバイスを求めない

事業
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フィンテック企業の台頭から金融関連法の規制緩和や変更が相次ぎ、新型コロナの感染拡大によって本格化。

金融ビッグバン以来の変革期へ突入。現在、金融サービス仲介業免許についても取得中。

金融業界のトレンド：法改正（再掲）

銀行 証券会社 保険会社

顧客

金融サービスの提供

金融サービスをワンストップで提供

金融サービス仲介業

銀行サービス 証券サービス 保険サービス

第一項有価証券 第二項有価証券

信託受益権

集団投資スキーム持分

国債

社債

地方債

株券

電子

記録

移転

権利

トークン発行による金融商品の多様化や市場の拡大

改正金商法における規制対象の変化

セキュリティ・トークン・オファリング（STO）

ὴ σ ϬⱱμθˮЕ˔ϼр˯Ϭל “ΰʺ ⱢᴪΤϣⱢỲϬ ϥ

ЀІЕΥӗᴣσθϛʺ ῢӛὯϞ ψ ρϙσήϦοάσΤμθ

ФкЅϴϼЕσςϬ ὴᴟπΦʺ Ɫ Υᶈ

有価証券の性格を持つセキュリティートークンは

「電子記録移転権利」として第一項有価証券に該当

50名以上に電子記録移転権利の取得を勧誘すると「募集」に該当し、

発行価額の総額が1億円未満の場合などを除き有価証券届出書の提出と

目論見書の作成が義務付けられる

？

金融サービス仲介業のモデル セキュリティ・トークン・オファリング

事業
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ウィズコロナ、アフターコロナにおいて金融機関の持つ機能は細分化され、フィンテックサービスによる代替が加速。

さまざまな分野でテクノロジーによるサービスのオンライン化・効率化が進む。

金融業界のトレンド：フィンテックサービスの台頭（再掲）

金融機関の機能と代替するフィンテックサービス

リテール・バンキング コーポレート・バンキング

投資・資産管理

保険商品提案

ローン貸付

預金・引出

送金・決済

КϷНрϼʺPFMʺᴠ ᵁ

ЯНϱиϳ϶йАЕʺP2P ỲʺІЫ˔ЕЧϱЮрЕ

Њ˔ЄаийрДϰрϽʺϷржϱр ῢ Ɫ

КАЕ ὴʺϷржϱрⱢ▀Ḛ ʺкЩϯЖНϱЃ˔

КАЕ ᾑʺ ᾑ ᶓЂ˔РІʺзІϼЫКЅЮрЕ

投資銀行

経営支援

ファイナンス・融資

預金・引出

送金・決済

ЯНϱиPOSʺECὨↄʺϷржϱр Ỳ

ϼжϳЖẚ ʾὊ Ḛ ʺẚ ΜЂ˔РІ

ᶴ꜠ ⱢἷϼжϳЖʾТϮрДϰрϽʺSTOʺⱧỘ AIІЀϯ

РЅКІЫАЎрϽЂϱЕʺЍАЄвЩ˔Ж

ⱢἷϼжϳЖʾТϮрДϰрϽʺϷржϱр ῢ Ɫ

事業
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金融業界のトレンド：金融機能のリバンドル化・アンバンドル化（再掲）

金融のオンライン化

金融のアンバンドル化

金融のリバンドル化

χỲ Ṑḩ КАЕỴ“ʾ ὴ

P2Pレンディング

モバイルペイメント

PMF

融資

決済

資産管理

P2Pレンディング

モバイルペイメント

PMF
旅行

教育 E C

通信 金融

交通

中国最大のキャッシュレス決済アプリ『Alipay』

少額投資 資産運用

少額ローン 保険

顧客
決済機能＋α
金融仲介サービス

決済のみならず投資やローン、保険などの

金融サービス仲介の中心に

※出典：Alibaba Japan サイト内サービスページより引用

金融業界のリバンドル・アンバンドルも加速。異業種からの参入や大規模プラットフォーマーの金融分野への進出が増加し、

従来は金融サービスを提供していなかったプレーヤーもスーパーアプリなどのプラットフォームの顧客接点を軸に大きな

シェアを獲得。

金融のリバンドル・アンバンドル化 スーパーアプリの台頭

事業
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金融機関は近年の超低金利政策により収益率が低下。店舗の維持費や人件費などが重くコストが上昇する一方、フィンテック

企業等の新規競合参入の影響で提供サービスの領域は拡大。人員削減ができない構造上の課題も。顧客の求めるサービスレベル

も高まっており、サービスの幅と質の向上が求められる。

金融機関が抱える課題：コスト増、利益率の低下（再掲）
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※出典：一般社団法人全国銀行協会「全国銀行財務諸表分析2019年度決算」より弊社で作成

超低金利政策
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ằЂ˔РІ
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法人融資

経営支援

資産管理

ローン

貯蓄

決済
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金融機関の構造 銀行の業態別業務粗利率の推移

事業
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複数の外部要因により金融機関は個人、法人の両面でビジネスモデルの進化を迫られている状況。

金融機関が抱える課題：ビジネスモデルの転換（再掲）

デジタルネイティブの

若年層顧客の増加

フィンテックの

競合参入

超低金利政策による

収益率の悪化

高齢者の保有資産

増加による凍結資産

ビジネスのデジタル化

多様な属性の個人に向けた

新たなビジネス領域の確率

1

2

経営者の高齢化による

事業承継ニーズの高まり

多くの分野での

競合参入

新型コロナウイルス

感染拡大に伴う

DXニーズの高まり

政府による

法律の規制緩和

企業のデジタル化推進支援

多様なニーズに応える

ソリューション提案の強化

1

2

リテール・バンキングの課題 コーポレート・バンキングの課題

事業
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Appendix ：事業概要

リテール・フィンテック

05
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リテール・バンキング領域は当社では「リテール・フィンテック」として再創造。『ZUU online 』や『NET MONEY』の

金融に関心の高い月間1,900万人以上のユーザーに対し、資産コンサルティングや信用スコアビジネスを展開。

既存の金融機能の再創造：リテール・フィンテック（再掲）

金融機関

月間約1,900万人が

訪問するメディア

プラットフォーム

集客した個人への

サービス提供

保険商品提案

投資・資産管理

ローン貸付

相続・ライフプランニング

送金・決済・引出等

金融機関の機能（リテール・バンキング領域）個人
˗ Ɫᴪ

富裕層

個人投資家

リテール・フィンテック

直接支援

間接支援

信用スコア

ウェルス・マネジメント

事業
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会員数15万人以上の国内最大級の金融経済メディア。

個人投資家だけでなく、経営者等のエグゼクティブ層やマネジメント層から支持を得るフィンテックサービスの基盤。

金融メディアプラットフォーム『ZUU online 』のユーザー属性（再掲）

25.7%

4人に1人が
エグゼクティブ層マネジメント層

※出典：ZUU online 会員出現率調査2020年3月（n=11,612 ）

ЀкЗᴴπψᵓԌΰΪỲ ʾ ▀χϷржϱрЈЬЗ˔Ϝ ᵫ℗

15 χᵓԌτ ΰϼжϳЖТϮрДϰрϽϒχ ⱢṐᵓϬ ằ

国内最大級の

金融経済メディアプラットフォーム

ZUU online とは ZUU online の会員属性

事業
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『ZUU online 』を支えるCMSをSaaSとしてエンタープライズ中心に提供。『ZUU online 』とのSSO連携による相互送客

可能なメディアプラットフォームとして、メディア構築からコンテンツ・マーケティングを支援。

『MP Cloud 』によるマーケティング・事業支援（再掲）

金融 不動産 その他業界

IFA

ꜛ Ɫ STO

ІЀϯ

зрϽ

マーケティング

セールス

マーケティング インサイドセールス フィールドセールス

SEO/SEM

SNS

О˔ЕЗ˔

Ṍ ᾽ẁ

♠

ϱЦрЕ

Μ›ϩδ

ṜⱧЀр

ГрБ

eBook

Ч˔Ѕ

ᵓԌᴟ

йЀЮрЖ

ЮиЫϹ

ГйЫ˔Ͼ

ГϰрϽ

DM

ЈЬЗ˔

ᾤ

Ɫ Ẑ

ᵠ

ְỘᾆ

ְỘ◦כ

⅜ כ◦

インバウンド

メディア

アウト

バウンド
営業 組織効率化

Å ẁ☼├

ÅPR

ÅSEO

ÅЮДϰϯ

Åְ֫

Åῲ⁮֫

ÅД˔ЌḚ

ÅБ˔иᶨ

ÅϱрЂϱЖ

ÅЈ˔иІ

ÅְỘ῟ ᴟ

ÅЈ˔иІГАϼ

リードジェネレーション リードナーチャリング

メディアのカスタマーエクスペリエンス向上フロー メディア事業の新たな展開

Horizontal SaaS として『MP Cloud 』をベースとしたメディア構

築から、集めたユーザー基盤に対して各社業種に合わせた事業開発

も支援。金融・不動産だけでなく、業種を問わずメディアから事業

構築までを手がけることが可能。

事業
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金融DXの国内市場規模は2019年から2030年にかけて3.9倍、不動産DX市場は5.6倍に増加。

新型コロナウイルス感染症の影響により、デジタル化への投資が加速。

ターゲット市場規模：金融DXおよび不動産DX （再掲）

2019年度 2030年度

1,510億円 5,845億円

※1

2019年度 2030年度

160億円 900億円

※2

※1 ※22020年10月23日発表の富士キメラ総研『2020 デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望』より引用

金融DXの市場規模（投資金額）と成長 不動産DXの市場規模（投資金額）と成長

事業
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『ZUU online 』運営で培った金融専門家との豊富なネットワークを生かし、ファミリーオフィス事業への進出と

独自ポジションを確立。今後は資産データや管理情報をアドバイザーとつなぐプラットフォームを構築予定。

ウェルス・マネジメント（アドバイザー・マッチング） （再掲）

ウェルス・マネジメント事業の概観

プライベート・ウェルス

・メンバーズ

今後の展開

PWMプラットフォーム

超
富裕層

富裕層

準富裕層

アッパーマス層

マス層

マーケット分類

今後は顧客資産管理をワンストップでオンラインで

完結できるプラットフォームの構築を予定

約1,000名のアドバイザーから専門のチームを組成

人的資本

事業資本

固定資本

金融資本

エンジェル投資家

M&Aマッチングの専門家

不動産投資専門家

資産運用会社・有名税理士

データを元に最適なアドバイザーをマッチング

個人の資本価値向上支援を行う

顧客データ
PWC

アドバイザー

事業
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ウェルス・マネジメント事業では、『プライベート・ウェルス・メンバーズ』という会員組織を構築し、ファミリーオフィス

のサービスを提供。さまざまな支援プレイヤーの機能をZUUが包括的に支援。

ファミリーオフィスの概観（再掲）

国内富裕層の資本支援とファミリーオフィスの概観

4つの資本

人的資本

ὲῴ

ʾ

꜡ʾІϺи

金融資本

ᾝỲ

ᾑ

ᴣ ὴ

事業資本

ᶴזּꜛ

Ὂְ◦כ

M&A

固定資本

▀

כּ

ᵨᵊ

ファミリー

オフィス

ファミリーオフィスの概観

経営者

資産家

開業医

˜etc.

4つの資本 支援プレイヤー

²ϼзИАϼ

²Ὂְּי

²Ђкр
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² ▀
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² ᵁ
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国内では

包括的に支援する

プレイヤーは少数

不動産

法律相談

芸術作品
収集

ヘルス
ケア

事務管理

会計

資産管理

投資
資産運用

税金

リスク
マネジ
メント

ファミリー

事業
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21年11月からスタートした「金融サービス仲介業」のライセンス取得に向け、社内体制を構築中。会員基盤構築を進めてきた

PWM会員に対して金融サービスを仲介し、ユーザーへの提供価値を向上させることで収益基盤を強化。

金融サービス仲介業取得により、さらなるサービス強化へ（再掲）

富裕層 金融商品に
関心の高いユーザー

投資信託

株式投資

社債

…

終身保険

住宅ローン

投資信託

…

銀行 証券会社 保険会社

顧客

金融サービスの提供

金融サービスをワンストップで提供

金融サービス仲介業

銀行サービス 証券サービス 保険サービス

金融サービス仲介業のモデル 金融サービス仲介業におけるZUUの強み

事業
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米ウェルス・マネジメント分野では、未だ人のアドバイザーを介したサービスが市場をリード。グローバルのウェルス・

マネジメント市場は、2021年で38億ドルの市場規模があり、2022年から2030年にはCAGR13.2%で市場が成長する見込み。

米SmartAsset 社などのユニコーン企業も登場している。

アドバイザー・マッチング(ウェルス・マネジメント)の海外市場動向（再掲）

※出典：kitces.com , Financial AdvisorTech Solutions Map (2021.4) より引用

グローバル市場（米国）の

ヒューマンアドバイザー型の比率

58.0%（2021年）

※出典：grandviewresearch.com , Wealth Management Software Market Size, Share 

& Trends Analysis Report By Advisory Mode (Human, Robo) より引用

グローバルでのアドバイザー・マッチング市場プレイヤー

米SmartAsset 社は、消費者とファイナンシャル・アドバイザーを

つなぐマーケットプレイスとして、 2021年6月にシリーズD

ラウンドで1億1,000万ドルを調達しユニコーン企業に。

市場が未発達の日本でも今後成長可能性大

Âロボアドバイザー型Âヒューマンアドバイザー型 Âハイブリッド型

アメリカのウェルス・マネジメント・ソフトウェア市場規模
（アドバイザータイプ別）

ウェルス・マネジメントのグローバル市場概況 海外アドバイザー・マッチングのプレイヤー

事業



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    66

スタートアップや中小企業には証券化スキームによる新たな資金調達手段、投資家には金融商品の多様化と流動性の向上と

してSTOへの参入も検討。すでに2種類のクラウド・ファンディング・サービスでプライマリー・マーケットを押さえている

ため、 STOによるセカンダリー・マーケットの創出により新たな金融市場を創造。

STO(セキュリティ・トークン・オファリング)への参入検討（再掲）

投資家

実物資産等

中小企業

スタートアップ

スポーツ団体

これまでにない

投資をしたい

付帯サービスを

利用したい セキュリティ・
トークン・
オファリング
取引市場

セカンダリー・

マーケット

融資型クラウド・ファンディング

株式投資型クラウド・ファンディング

プライマリー・マーケット

STOプラットフォーム

証券会社や
トークン発行体

ブロック
チェーン

セキュリティ
トークン

より手軽に

資金調達をしたい

ファン作りをしたい

事業



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    67

NISAの
抜本的拡充

顧客本位の
業務運営

金融リテラシー
の向上

2022事務年度金融行政方針で金融教育を国家戦略として推し進めることが明らかになり、ZUUグループが推進してきた

『ZUU online 』『NET MONEY』等のメディアを通した金融リテラシー向上、投資へのアクション支援や、

クラウドファンディング等の資産形成支援等の取り組みに対して環境面でもさらに追い風になる見込み。

2022事務年度 金融行政方針の影響①：国家戦略となる金融教育

金融庁が担う資産所得倍増プラン 現在の課題 今後の市場展開

マクロ環境が当社が展開するメディア・ビジネスの追い風に

国民の安定した資産形成を目指す動き

社会人層への金融教育の普及

ᶘʾ‰ πψ2021 ӟ‭ʺ Ộ

πχỲ ễӾΥᶈ ΰθϜχχ

国民全体への制度設計は未策定

中立的立場での教育体制の確立

ᾝ∕ʺּזᵓ ϒχỲ ễӾχ︠ ψ

ḧỲ ṐḩπΚϥΥʺ

中立的立場で助言できるプレーヤーが少ない

個人投資家層の拡大

ᵓזּ πχỲ ễӾΥ ẉβϥ

άρπỲ зГжЄ˔Υΰ ʺ

個人の投資家層・投資市場が拡大

金融教育市場の拡大

Ḃ Υ ὀΰοỲ ễӾϬ ʺ

中立的な立場で助言できるプレーヤーの

ニーズΥήϣτ‰Ϙϥᴦ

Topics
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金融行政方針では成長企業への円滑な資金供給を目指すため非上場株式流通の円滑化や投資信託への組み入れや、気候変動等に

対するインパクト投資を中心に環境整備が進む計画。これら取り組みにより、ZUUグループの資金調達支援やその投資などの

金融トランザクション全体、クラウドファンディング事業についても今後の市場が拡大する見込み。

2022事務年度 金融行政方針の影響②：社会課題解決の成長を国民に還元

サステナブル・ファイナンスの推進成長企業に対する円滑な資金供給

ὴᵓּזФк Ɫᴪ

⁮ “

5,000

10,000

15,000

ˢᴑדˣ

2016

337

2017

718

2018

3,340

2019

3,179

2020

5,126

2021

13,204

Topics

̞ 財務的リターンと並行して、ポジティブで測定可能な社会的及び環境的インパクトを同時に
生み出すことを意図する投資行動のこと

基本方針

私設取引システム

（PTS）を活用した

非上場株式の流通の円滑化

上場プロセスの

見直し

投資信託への

非上場株式の

組み入れ

ユニコーン等非上場企業に投資ができる

プラットフォームを通して成長企業への資金供給が活発に

現在は取引ができない非上場株式をPTSで取引可能に

私設取引システム（PTS)

非上場株

基本方針

多様な投資家による

インパクト投資※の

促進

企業と金融機関が

対話をするための

ガイダンスの策定

アセットオーナーに

おける運用上の

課題の把握

COOLにおいても再生可能エネルギーなど気候変動に関する

インパクトをもたらす企業／プロジェクト案件増加の後押しに

日本におけるインパクト投資残高推移

出典：一般財団法人社会変革推進財団（SIIF）発行／GSG国内諮問委員会監督「日本におけるインパクト投資の現状と

課題」報告書（2016年度-2021年度）
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Appendix ：事業概要

コーポレート・フィンテック

05
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コーポレート・バンキング領域は「コーポレート・フィンテック」として再創造。経営者向けメディア『THE OWNER』会員

である経営者を中心に、戦略コンサルティング等の事業支援やクラウドファンディングを活用した資金調達支援を提供。

事業・ファイナンス面を包括的に支援。

既存の金融機能の再創造：コーポレート・フィンテック（再掲）

金融機関の機能（コーポレート・バンキング領域）

金融機関

M&A・事業承継

ビジネスマッチング

ファイナンス・融資

経営支援・シンクタンク

預金・送金・決済等

経営者向け

メディアプラットフォー

ムでの集客

集客した法人への

サービス提供

コーポレート・フィンテック

直接支援

間接支援

法人
ḼỘ˗Ὂְּי

スタートアップ

中堅企業

中小企業

事業
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広告による流入チャネル強化、『PDCA Engineering 』やPDCA Cloud シリーズの新SaaSサービス開発により、顧客ニーズに

合わせて多様なソリューションを提供。

オンライン
クローズド
経営者

コミュニティ

流入チャネル 獲得施策 提供ソリューション 新規サービス

セールス支援
マーケティング支援

HR支援など

事業成長支援事業成長支援

中小企業の事業支援
ソリューションの拡大

TV CM

タクシーCM

地域拡大
パートナー企業

Facebook 広告

Google検索

YouTube

生産性向上・組織化

鬼速CXO

鬼速PDCA fo r  IR

Growth Survey

経営者向けメディア

連携

メディア・広告流入~PDCAサービスを軸にした成長戦略（再掲）事業
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株式会社日本M&Aセンターと設立した合弁会社ZUUM -Aが運営する、会員数2.5万人を超える経営者向け

メディア。主に中小企業のオーナー経営者に向けたコンテンツ、ウェビナーを掲載。

『THE OWNER』のユーザー属性（再掲）

経営者（CEO・COO・

CFOなど）, 38.4%

役員, 7.8%

部長職以上, 

10.1%

課長職, 

10.2%

係長・主任職, 

6.5%

一般社員・

職員, 12.5%

上記以外, 

6.2%

専門職, 

5.1%

働いていない, 

3.1%

46.2%

※出典：THE OWNER会員属性調査（n=11,560 ）

ὊְּיΰΪϷржϱрЈЬЗ˔ʾϸрТϮйрІϬ ᵫ℗

オーナー経営者のための

支援プラットフォーム

約2人に1人が 経営者、もしくは役員

THE OWNERとは THE OWNERの会員属性

事業
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当社のPDCAノウハウ※を活用したコンサルティングサービス『PDCA Engineering 』、組織マネジメントSaaSサービス

『PDCA Cloud 』をSMB中心に提供。

PDCAサービスによる事業成長支援（再掲）

※ 当社PDCAノウハウは代表取締役 冨田により書籍『鬼速PDCA』
（インプレス）として発行。累計20万部を超えるベストセラー

適切な改善ポイントを標準化2

鬼速サーベイを社内施策へ活用3
Aאל

Bאל

Cאל

Dאל

Eאל

Fאל

Gאל

Hאל

Iאל

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0 5 10 15 20 25 30 35

P
V

鬼速PDCAの組織内定着1

FBをもとに実践

アウトプットを

もとにFB

PDCAコンサルティングサービス PDCA定着のための組織マネジメントSaaS

事業
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当社のPDCA理論をベースとしたコンサルティングサービスを通じて顧客企業の経営・事業の目標達成を支援。

経営者のパートナーとして事業支援を推進。

PDCA Engineering ・PDCA Cloud の提供価値（再掲）

経営／事業の目標未達発生の要因 サービス内容

経

営

事

業

KGI未達成

KPI未達成

結果として

課題がずれている

課題がずれている

解決案がずれている

時間をかけたが未達成

時間をかけられず未達成

KDIは未達成

KDIは達成

STEP1 経営戦略支援

STEP2 事業推進略支援

STEP3 実行支援

ὊְτΣΪϥ5νχЯДиχԍ ᵔϬ

Ц˔ІτʺὊְ Ϭ◦כβϥ

KGIϬKPI˵KDIτ ρΰ₅ϙʺ

Ϭם“βϥФжрϬ⌠Ϥ Ϋϥ

ᵓṳʺῬ ⌡ᾚϞ ᴟσς χ

“χθϛτ σ◦כϬ“Ξ

戦略が曖昧

事業



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    75

当社では購入型・融資型・株式投資型のクラウドファンディングスキームを保持。

スタートアップや中小企業の多様なニーズに合わせた資金調達手段を提供。

クラウドファンディングによる資金調達支援（再掲）

² 融資実行手数料（1％~3%）

² 融資の利ざや（1.5%~5%）

² 総支援額から一定割合を徴収することで得ら

れる手数料（10％〜25％）

² 決済を行う際の手数料（0％〜5％）

² 株式発行価格の総額から一定割合を徴収する

ことで得られる手数料（10％〜20％）

購入型CF 融資型CF 株式投資型CF

事業者 運営会社 支援者

出資金出資金

商品・サービス

事業者 運営会社 投資家

出資金投資

売却益

事業者 運営会社 投資家

出資金融資

分配返済

主な収益源 主な収益源 主な収益源

事業
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コーポレート・フィンテックの『ZUU Financial Network 』を通し、インバウンドでの資金調達・事業成長・EXIT

（IPO/M&A ）ニーズ獲得が増加。当社のM&A／投資領域にも接続。

『ZUU Financial Network 』を通したインバウンドでのニーズ獲得（再掲）

ターゲットサービス領域

金融・ I T 領域

フィンテックサービス

その他

フィンテックメディア

（Webメディア）

ファイナンスプレイヤー

（IFA・金融仲介業・金融機関など）

ZUU Financial 

Network

IPO・M&A

支援

資金調達

支援

事業成長

支援

スタートアップ

中小企業・中堅企業

ニーズ把握〜

直接支援・マッチング

サービスページ

インバウンドでの問い合わせが加速

Â鬼速PDCAを用いた組織開発支援

ÂZUUグループを含めた資金調達ニーズの

マッチング

Â IPOに向けたエクイティストーリー構築など

問い合わせ・応募

『ZUU Financial Network 』での企業ニーズ獲得 当社のM&A／投資領域

事業
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臨時国会における所信表明演説で岸田首相が表明した5年間で1兆円の「リスキリング支援」。企業の従業員へのリスキリング

に向けて『PDCA Cloud』を活用した支援を推進。

Topics リスキリング支援への取り組み

個人のリスキリングに対する公的支援について、

人への投資策を5年間で1兆円の施策パッケージに拡充

̞ 内閣官房 資料「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画（案）」より引用

新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画

総合経済対策の重点事項

スタートアップの起業加速

及び

オープンイノベーションの推進

科学技術・イノベーションへの

投資
資産所得の倍増

経済社会の多局集中化 GX及びDXへの投資
社会的課題を解決する

経済社会システムの構築

経済安全保障・

サプライチェーン強靭化・

個別分野の取組

学び直しプランの策定とプログラムの実施、

伴走支援を一気通貫で行う仕組みとして『PDCA Cloud 』等の提供を促進

人への投資と分配

（労働移動円滑化、リスキリング、

構造的な賃金引上げ）



Copyright© ZUU Co.,Ltd. |    78

本資料の取り扱いについて

本書には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標などが記載されています。これらの将来の

見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも

正確であるという保証はありません。今後、様々な要因により、実際の業績が本書の記載と著しく異なる

可能性があります。

別段の記載がない限り、本書に記載されている財務データは日本において一般に認められている会計原則に

従って表示されています。

当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。
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